
新型コロナウイルスに関連する
お困りごと、お聞かせください。

労働問題・多重債務・生活困難

など、ご相談をお寄せください。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

で
廃
止
対
象
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た

地
域
プ
ー
ル
の
廃
止
議
案
が
今
議

会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

党
議
員
団
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
を
紹
介

し
な
が
ら
存
続
を
求
め
ま
し
た
が
、

自
民
、
公
明
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

等
の
賛
成
多
数
で
可
決
。
３
月
末

で
白
糸
台
・
小
柳
・
新
町
・
武
蔵

台
の
４
プ
ー
ル
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
プ
ー
ル
の
利
用
者
の
多
く

は
子
ど
も
で
す
。
意
見
が
反
映
さ

れ
に
く
い
立
場
に
あ
り
、
ま
た
説

明
を
求
め
る
機
会
も
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
議
団
が
行

な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

９
割
の
方
が
「
廃
止
に
反
対
」
と

答
え
、
地
域
プ
ー
ル
を
利
用
す
る

小
学
生
か
ら
廃
止
と
聞
き
「
と
て

も
悲
し
い
」
と
い
う
声
も
届
い
て

い
ま
し
た
。

住
民
福
祉
の
増
進
に
反
す
る

公
共
施
設
の
廃
止
は
や
め
よ

竹
内
議
員
は
一
般
質
問
で

「
情
報
を
伝
え
、
住
民
福
祉

を
重
視
す
る
か
ど
う
か
の
視

点
が
不
足
し
て
い
る
。
地
方

自
治
体
が
住
民
に
と
っ
て
最

も
近
い
存
在
と
し
て
寄
り
添

う
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
公
共

施
設
は
住
民
福
祉
の
増
進
の

た
め
に
あ
る
も
の
と
指
摘
。

そ
れ
に
反
す
る
地
域
プ
ー
ル

の
廃
止
を
中
止
す
る
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。

第
４
回
府
中
市
議
会
定
例
会
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
費
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
・
商
店
街
活
性
化
商
品
券
（
フ
ー
ち
ゃ
ん
お
買
物
券
）
の
補
正
予
算
な
ど
議
案
28
件
、
陳
情
6
件
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
党
市
議
団
は
、
市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
・
支
援
の
実
施
を
求
め
論
戦
し
ま
し
た
。

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
が
混

じ
る
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
し

な
い
よ
う
国
へ
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
が
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
戦
争
を
目

的
と
し
た
米
軍
の
新
基
地
建
設

の
た
め
の
埋
立
て
に
、
沖
縄
戦

犠
牲
者
の
遺
骨
が
多
く
眠
る
土

砂
を
使
用
す
る
こ
と
は
人
道
的

に
も
許
さ
れ
な
い
と
、
提
出
さ

れ
た
２
件
の
陳
情
の
採
択
と
意

見
書
の
可
決
を
求
め
ま
し
た
。

一
方
、
市
政
会
（
自
民
党
）

は
府
中
市
政
に
関
連
な
い
も
の

と
陳
情
に
反
対
を
主
張
し
冷
た

い
態
度
を
あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。

公
明
党
は
陳
情
の
う
ち
１
件
は

「
辺
野
古
」
の
文
言
が
基
地
に

反
対
し
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
反
対
し
、
そ

の
文
言
が
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
賛
成
し
ま
し
た
。
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
清
水
議
員
、
自
由
ク
ラ

ブ
・
そ
な
え
議
員
、
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
・
渡
辺
議
員
は
２
件
の
陳

情
と
も
に
反
対
し
ま
し
た
。

沖
縄
戦
（
１
９
４
５
年
３
月
～
６
月
）

一
般
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
た
日

本
史
上
で
最
も
悲
惨
な
地
上
戦
。

日
本
全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
兵
士

の
ほ
か
県
民
の
４
人
に
１
人
が
命

を
奪
わ
れ
、
24
万
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
今
も
遺
骨
が
遺
族

の
も
と
に
届
か
ず
地
中
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
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想定浸水深表示板
市内の電柱に設置

沖
縄
戦
、
県
民
の
４
人
に
１
人
が
犠
牲
に

埋
め
立
て
に
使
う
な

戦
没
者
の

遺
骨

多摩川氾濫時の想定浸水深表示板が電柱に設置されて

います。2019年台風19号直後の第４回定例会の一般質問

で、他市では設置が進んでおり、平常時から市民に水害

リスクを周知啓発するために有効と指摘。府中

市でも設置をと求めていました。

市内の浸水想定区域内には電柱

が約1,300本あり、その内、浸水が

３メートル以上のエリアの約300本

に看板が取り付けられました。

今
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
下

の
子
ど
も
た
ち
に
「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
」
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

市
は
当
初
、
１
回
目
５
万
円
と
２
回

目
５
万
円
ク
ー
ポ
ン
に
分
け
て
支
給

と
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
予

算
質
疑
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
な

の
に
９
６
０
万
円
の
所
得
制

限
が
あ
る
の
は
不
公
平
だ
と

指
摘
し
た
上
で
、
２
回
目
の

給
付
に
つ
い
て
は
現
金
給
付

を
検
討
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
後
日
、
市
側

か
ら
２
回
目
５
万
円
分
も
現
金
給
付

に
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

党
議
員
団
は
そ
の
場
で
10
万
円
の

一
括
給
付
に
つ
い
て
質
問
し
、
給
付

日
が
迫
る
中
で
は
あ
る
が
一
括
給
付

に
向
け
て
努
力
を
と
求
め
ま
し
た
。

12
月
20
日
、
部
署
間
で
調
整
を
行

い
、
23
日
に
10
万
円
一
括
給
付
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
旨
、
市

担
当
者
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
と
家
計
急
変
世
帯
へ

の
給
付
金
（
10
万
円
）
も

実
施
さ
れ
、
１
月
28
日
か

ら
非
課
税
世
帯
へ
確
認
書
送
付
、
２

月
１
日
か
ら
は
家
計
急
変
世
帯
の
申

請
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
１
月
21
日
号
の
市
広
報
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

白糸台 小柳 新町 武蔵台

自
民
、
公
明
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
が
、

「
廃
止
条
例
」(

体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正
）

を
可
決

廃止となった武蔵台プール
(入口ガラス戸に廃止の掲示が)

府中市議会
第４回定例会

報告

子
育
て
臨
時
給
付
金

現
金
一
括
給
付
に

「
『
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
に
プ
ー

ル
廃
止
計
画
が
あ
る
事
を
知
ら
な
か
っ

た
」
と
市
民
の
方
の
声
が

届
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
新
た
な

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
方
針
（
案
）
」
な

ど
12
件
も
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
パ
ブ
コ
メ
）

を
11
月
22
日
か
ら
実
施
す

る
と
広
報
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

党
市
議
団
は
12
月
４
日
、

パ
ブ
コ
メ
対
象
の
６
件
つ
い
て
学
習
と

意
見
交
換
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
良
く
分
か
っ
た
」

「
今
後
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

関
連
学
習
会
を
開
催

子育て 支援

市民学習会で報
告する赤野議員



ジェンダー平等推進に対する市
の考えを聞きました。庁内でのワー

クライフバランスの意識調査で

「男女ともに平等である」と答え

た職員の割合は69％で、少なくと

も約３割の職員が「平等とは言え
ない」という状況が分かりました。

コロナ禍で働き方や生活の様々な

場面に性別による格差があること

が鮮明となり、政治が解決すべき
課題ですが日本は先進国の中でも

ジェンダーギャップ（社会的・文

化的に作られた男女格差）の解消

が遅れ指数ランキングは「120位」
という結果です。兵庫県富岡市で

「職場、家庭、地域、学校等を含

めたまち全体のジェンダーギャッ

プの解消に向けた取組み」を自治
体独自で行っている例を挙げ、府

中市でもジェンダーギャップの解

消に向けての取り組みを求めたと

ころ、ジェンダーギャップに関す
る意識調査の実施を検討すると答

弁がありました。

性暴力やハラスメントを防ぐた
めの施策も聞きました。特に痴漢

は日常的な場所で被害が多く深刻

です。日本共産党が調査した内容

をふまえ、鉄道会社と連携強化し

対策の強化を求めたところ、市は
「鉄道会社からの協力依頼があっ

た際は応じる」と答えましたが受

け身の姿勢に感じられます。

パープルリボンやオレンジリボ
ンキャンペーンといった女性や子

どもに対する暴力をなくす運動の

取組を男女共同参画センターフチュー

ルだけでなく、中心市街地や文化
センターなどでも広げるよう要望

しました。人権尊重のまちづくり

にジェンダー平等の視点は必要不

可欠です。

主な議案・陳情に対する各会派の態度 〇：賛成 ×：反対

１２月議会での一般質問の概要を
Ｑ＆Ａ形式で掲載（抜粋）します。

Ｑ.３月に締結した鉄道事業者との「覚書」の内容は。

Ｑ.事業の施策ごとの進捗状況を具体的に

Ｑ.住民も含めて、市民への説明を行なうべきだ。

私は「 地域住民に知らされないまま、地権者への接
触などが進められており、不安を抱いている市民もい
る。市民への十分な説明とともに、市議会へも覚書の
内容を含めて中間報告をするべきだ」と要求しました。

日本共産党府中市議団の一般質問

次回、第１回市議会定例会のお知らせ
２月２１日～３月２２日

一般質問は2月22日・24・25日の３日間

これまでの議事録はこちらから→

分倍河原駅周辺のまちづくりの問題について

新府中街道武蔵台３丁目
19番地付近の信号機が片面
信号であることから安全性
の向上を求める陳情が府中
市議会に出されました。
府中警察署の報告による

と、市内で発生した交通事
故のうち2020年の死亡事故
は1件、その死亡事故が起
こったとされるのは陳情に
ある横断歩道だということ
が分かりました。
陳情を提出したのは国分

寺市民ですが、当該箇所が

府中警察署の管轄であるこ
とを理由に国分寺市議会で
は陳情審査がされなかった
と言います。
この場所は市内外から車

両が通行し、利用者は少な
くありません。陳情箇所と
甲州街道の間で片面信号な
のはこの箇所だけです。
党市議団は、警察等関係

機関に改善を求める陳情の
採択を求めましたが、自民、
公明、市民フォなどの反対
多数で不採択になりました。

日本共産党府中市議団ニュース（2022年1・2月号）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
２

年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
及
び
２
３
年
度
の

保
険
料
に
つ
い
て
、
東
京
都
広
域
連

合
の
仮
算
定
（
試
算
）
結
果
が
厚
生

委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
平
均
保
険
料
が
５
％

増
（
平
均
５
，
０
５
０
円
増
）
と
値

上
げ
の
試
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

算
定
は
１
月
以
降
で
す
が
、
大
幅
値

上
げ
と
な
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

党
市
議
団
は
こ
れ
ま
で
も
、
値
上

げ
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
お
り
、

今
回
の
報
告
に
つ
い
て
も
、
仮
算
定

で
あ
っ
て
も
了
承
出
来
な
い
と
主
張

し
ま
し
た
。

府中市体育施設
条例の一部を改
正する条例

（地域プールの
廃止）

都道「国３・２・８

号線（新府中街道）」

コープ国分寺内藤店

前信号機の変更強化

に関する陳情

沖縄戦戦没者の遺

骨等が混じる土砂

を埋立てに使用し

ないよう国への意

見書提出を求める

期日前投票の拡
充を求める陳情

日本共産党 × ○ ○ ○

生活者ネット ○ ○ ○ ○

市政会（自民党） ○ × × ○

市民フォーラム ○ × ○・×※１ ○

公明府中 ○ × ○ ○

自由クラブ ○ × ○・×※２ ○

都民ファースト ○ × × ○

市民の風 ○ ○ ○ ○

結果 可決 不採択 採択 採択

後
期
高
齢
者
保
険
料

Ａ.事業の内容や位置、範囲を明確にすること。計画
の合意の前提となる協議事項を定め、来年９月末を目
途に基本協定を締結することとしている。

Ａ.①

②

③

Ａ.各種施策の進展に合わせて、説明会に限らず、
様々な手段で取り組み状況を周知していく。

ジェンダー平等推進の府中市政を求めて

竹内祐子
一般質問
動画配信
ＱＲｺｰﾄﾞ

赤野秀二
一般質問
動画配信
ＱＲｺｰﾄﾞ

住民の安全に対策強化求めよ

市民の安全な利用
の為に改善が必要な
のは事故の発生状況
からも明らかです。
竹内議員は交通安

全審議会で府中警察
署長と改善と対応を
求め直接対話し、現
地を確認するとの回
答がありました。

南北自由通路、東西自由通路、駅直近へのたまり空間につい
ては、駅舎と一体に整備を行うために鉄道事業者と連携して
複数の計画案を作成しながら、比較検討を行なっている。

駅へのアクセス道路については、接続する東西自由通路の位
置を踏まえた上で、計画線を明確にするために予備設計に着
手している。

（高安寺西側の）市道４の１３９号等、歩行者間の確保や道
路拡幅の工事に向けて順次設計作業を進めている。

※１ 反対：清水議員 ※２ 反対：そなえ議員

陳情


